
【建設経済常任委員会】

要望・意見 調査報告及び検討事項

１

イベントや活性化事業は継続が大事。花火を上げ

て終わってしまっている。

取手市では様々なイベントが多く行われていますが、継続・長期的に継続してい

るものも多くあります。１月に行われた凧揚げ大会は51回目、どんどまつりは

48回目の開催となりました。人気もあり、郷土愛にもつながっています。これ

からも継続的なイベントが多くなるように議会でもサポートしたいと思います。

２

段差や穴だらけで道路事情が悪い。高齢化が進ん

でいるのに、予算がないと言われても困る。

道路補修にかかる今年度の当初予算としては、外注する費用とし ての修繕料：

2,500万円、直営で補修（作業員10名、補修件数：年間約1,000件）する際

に使用する原材料費：1,800 万円を予算化し、道路施設の破損等を補修してい

ます。補修工事の実施については、市民からの情報提供や道路パトロール等によ

り、現場の状況を見て順次対応している状況です。引き続き議会からも補修整備

を求めていきます。

※過去３年間の修繕実施額

修繕料 原材料費

平成26年度 3,541 万 6,316 円 1,903万 4,657 円

平成27年度 3,057 万 1,775 円 1,989万 0,819 円

平成28年度 3,337 万 8,251 円 1,799万 8,956 円

３

小貝川萱場地先の堤防から車両落下事故があっ

た。県道谷田部藤代線の早期整備を進めるよう求

めてほしい。

数年前の車両落下事故後、安全ポールが設置されました。県道を所管する竜ケ崎

工事事務所に、その後の状況を確認したところ「平成29年 11月上旬から平成

30年３月中旬の期間で、一般県道谷田部藤代線の道路改良工事に伴う測量調査

を実施している」ということでした。その後の計画見通しを確認しましたが、「あ

くまでも予算の問題もあり、未定としたい」ということでした。引き続き早期整

備を求めていきます。



４

西口開発だけではなく桑原開発も動き始めてい

るが、あっちもこっちも手をだしていいのか？こ

れから扶助費が上がっていくのがわかっている

中で大丈夫か。姥島の二の舞にならなければいい

がと危惧している。

桑原地区開発は、地権者が主体となる組合施行の区画整理事業による商業機能を

核とした開発事業です。約68haの区域での開発により、活性化を導く事業とし

ています。今後、議会としても注視していきます。


